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『チューラワンサ』における歯舎利
―アヌラーダプラ時代からダンバデニヤ時代における王権とサンガとのかかわり―

藪内　聡子

1 はじめに：『マハーワンサ』における舎利
紀元前 3世紀に，アソーカ（アショーカ）王の息子であるマヒンダ長老が，スリランカ

に上座部の仏教を伝道した．ときのスリランカの王デーワーナンピヤティッサ（在位紀元
前 250–前 210）が仏教に帰依し1，仏教はスリランカの国教となった．そしてシンハラ人
が多数を占めるスリランカにおいて，仏教は王権により保護された．マヒンダ長老の「舎
利に謁するときに勝者に謁する2」との言により，仏陀の右鎖骨舎利がインドより将来さ
れ，仏教伝道時のシンハラ王デーワーナンピヤティッサによってトゥーパーラーマが建立
され，仏塔が仏教信仰の帰依処となった3．
筆者は藪内［2020］において，『チューラワンサ』以前の時代を伝承する『マハーワンサ』

のドゥッタガーマニー英雄伝を通して，『マハーワンサ』編纂当時のマハーヴィハーラ派の
舎利信仰について考察した．紀元前 2世紀，南インドからのダミラ（ドラヴィダ）人の侵
略により首都アヌラーダプラを奪われ，「この我の努力は王位安泰のためではない，この
我の努力は正覚者の教えこそを永久に樹立させるためである4」としてダミラ人エーラー
ラと一騎打ちをし，舎利つきの槍で勝利を収め，シンハラ王権を復活させたのがドゥッタ
ガーマニー王（在位紀元前 161–前 137）であった．ドゥッタガーマニーは戦闘により，多
くの生命を犠牲にした悔恨の念から，あらたに文字通り巨大な仏塔，マハートゥーパ建立
に着手する5．舎利は，仏陀滅後に八分骨されてラーマガーマの仏塔に安置されていたも
のが将来された6．『マハーワンサ』においては，「マハートゥーパ建立中に，報酬を得て
作業している実に多数の人々が，喜びを感じて善趣に赴いた7．」そして善逝に対する心の
浄信（pasāda）だけでも，勝処に赴くことを得ると語られた8．また舎利奉安の際，舎利は
仏在世時と同様の神変を顕現したことが示される．舎利龕は王の頭より上昇し，舎利箱は

1 Mhv. ch.14. v.23.
王統年代は，Nicholas, C. W.＆ S. Paranavitana［1961］（pp.341–345）記載のパラナヴィターナ新説を用
いる．（なお，本書に正誤表が添付されているので注意を要する．）

2 dhātusu dit.t.hesu dit.t.ho hoti jino　 Mhv. ch.17. v.3.
3 Mhv. ch.17.
4 rajjasukhāya vāyāmo nāyam. mama, sadāpi ca
sam. buddhasāsanasseva t.hapanāya ayam mama/ Mhv. ch.25. v.17.

5 Mhv. chs.29–31.
仏教をスリランカに伝道したマヒンダ長老により，高さ 120肘（ratana）の塔が将来ドゥッタガーマニー
王により建立されることが『マハーワンサ』において語られている．Mhv. ch.15. v.167.
1 肘を約 45cm とすると，約 54m の高さとなる．これは，傘蓋を含まない本体の高さである．Mhv. tr.
p.109, n.4.
マハートゥーパ建立の一切は，インダグッタ長老の監督のもとでおこなわれた．Mhv. ch.30. v.98.
杉本［1990］ p.217,藪内［2009］p.83.

6 Mhv. ch.31. vv.20–24.　藪内［2020］pp.392–393.
7 Mahāthūpe kariyamāne bhatiyā kammakārakā
anekasam. khā hi janā pasannā sugatim. gatā./ Mhv. ch.30. v.42.

8 Mhv. ch.30. v.43.
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自ら開き，相好隋好をそなえた仏陀の姿を現し，ガンダンバ（マンゴー）樹の下なる仏陀
のごとく，双神変をおこなった．その神変を見て，多くの神々，人々が悟りに達した．そ
して舎利は仏陀の姿を棄てて舎利箱の中におさまり，王の頭上にとどまった9．「このよう
に世間の師主は，般涅槃されてもなお自らの遺身舎利で，種々に人々のために利益と安楽
を正しくお授けになった10．」在世の善逝を供養するのと，世の利益を願って分けられた
遺身舎利を供養するのと，その功徳は同じであると語られた11．
仏塔の建立は，個人にとっては勝処に赴くための手段となり，国家的には，共同体の結

束を通して王権の政治的支配の正統性を示す手段であった．そして王がおこなう供養の祭
祀は，国王としての地位を積極的に意義付けると同時に，仏教国家としての仏教崇拝を，
広く普及させるためのものとなった12．大塔は，首都アヌラーダプラにおいて，アバヤギ
リヴィハーラ，ジェータワナヴィハーラにも存在している13．
しかしながら，中世以降，南インドからの侵略にともなうダミラ人の増加，定住によ

り，スリランカ北部にはダミラ人自治領が形成され，スリランカの首都は南遷した．シン
ハラ社会は古都アヌラーダプラを放棄せざるを得なくなる．あらたに巨大な仏塔を建立す
る余力が次第になくなっていく仏教王権の正統性を示すものは14，紀元後４世紀にスリラ
ンカに将来され，王宮近くの祠堂に祀られた歯舎利となった．歯舎利堂も，首都とともに
移動した．サンガ組織の変遷や，政治的状況と密接に関連した歴史的過程を経て，スリラ
ンカ中世においては歯舎利が王権の象徴としての存在となるに至った．
歯舎利の将来は，『チューラワンサ』に伝承される最初の王，シリメーガワンナ王（在

位紀元後 303–331）の治下であった．本論は，主に『チューラワンサ』を用いながら，マ
ハーヴィハーラ派からみた王権と歯舎利，及びサンガとのかかわりの変遷を，アヌラーダ
プラ時代中期から 13世紀にいたるダンバデニヤ時代頃までを概観するものである．藪内
［2020］の続編とも位置づけられる．

9 Mhv. ch.31. vv.87–102.
仏陀は般涅槃の際，サッカ（インドラ神）にランカー（スリランカ）の守護を任せ，サッカはその任務を
ウッパラワンナ神に委任したとされる．Mhv. ch.7. vv.2–5.

10 Sakadhātusar̄ırakena cevam.
parinibbān. agato pi lokanātho
janatāya hitam. sukham. ca sammā
bahudhākāsi　　 Mhv. ch.17. v.65.

11 Mhv. ch.30. v.100.
12 杉本［1984］pp.232, 241.
13 アバヤギリヴィハーラは，ワッタガーマニー・アバヤ王の復位期間（紀元前 89–前 77）に建立された（Mhv.

ch.33. vv.79–83）．アバヤギリの塔は，建立時は平均的な大きさであり，のちに増築されて巨大なものに
なったと推定されている．ジェータワナヴィハーラはマハーセーナ王（在位紀元後 276–303）治下に建立
された（Mhv. ch.37. v.33）．ジェータワナの塔もこのときに建立されたと推定され，スリランカ最大のも
のとされる．Paranavitana［1946］pp.7–8.
アバヤギリ派とジェータワナ派は大乗仏教を受容した．アバヤギリ，ジェータワナの仏塔についての詳細
は，『マハーワンサ』には伝承されていない．

14 パラッカマバーフ 1世（在位 1153–1186）は，ポロンナルワに周囲が 1300肘（ratana）（1肘を約 45cmと
すると，約 585m）もの大塔を建立したとされるが，パンドゥからの捕虜であるダミラ人に建立させたた
め，ダミラ塔と呼ばれた．Cv. ch.78. vv.76–78.
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2 主たる資料について
本論で主に扱うのは，『チューラワンサ』である．『チューラワンサ』は『マハーワンサ』

の継続史であり，広義における『マハーワンサ』は『チューラワンサ』の相当箇所も含め
て全体を指す．前者を『マハーワンサ』part 1，後者を『マハーワンサ』part 2と称するこ
ともある．これらはスリランカの正史と位置付けられ，編纂者はマハーヴィハーラ派の比
丘である．王事，仏教史上の主要な事項を，聖典語であるパーリ語を使用して編年史の形
で伝承している15．広義の『マハーワンサ』は仏陀来島伝説からシリヴィッカマラージャ
シーハ王（在位紀元後 1798–1815）までの編年史全体を指すが，狭義においては，マハー
セーナ王（在位紀元後 276–303）までの内容を指し，37章 50偈からなる作品となる16．本
論では狭義における『マハーワンサ』及び『チューラワンサ』という呼称を使用している．
『マハーワンサ』，『チューラワンサ』ともに編纂箇所ごとに中心となる英雄たる王が一人
定められ，他の王よりも多くの伝承がのこされている．そしてその王のもとで仏舎利は神
変を顕現し，仏教王権としての正統性を人々に明らかにするという編集上の構造がとられ
ているのが特徴のひとつである．
狭義における『マハーワンサ』全体の編纂者は，マハーナーマ長老で，モッガッラーナ

1世（在位紀元後 496–512）治下に編纂された．仏陀来島伝説にはじまり，マハーセーナ
王（在位紀元後 303–331）までを伝承している．この部分の英雄はドゥッタガーマニー王
（在位紀元前 161–前 137）で，37章のうち，その内容は第 22章から第 32章までを占める．
続く『チューラワンサ』は四部にわかれて編纂されている17．本論で扱うのは第一と第

二の編纂部分である．歯舎利がスリランカに将来されたのは，第一の編纂部分がはじま
るシリメーガワンナ（キッティシリメーガ）王（在位紀元後 303–331）の治下である．パ
ラッカマバーフ 1 世（在位 1153–1186）までを伝承しており，9 世紀近い年代が含まれ，
37章 51偈から第 79章第 84偈までとなる．編纂者はダンマキッティ長老であり，編纂時
期はパラッカマバーフ 2世（在位 1236–1270）治下である．この部分の英雄はパラッカマ
バーフ１世であり，第 62章から第 79章までを占める．第二編纂部分はヴィジャヤバーフ
2世（在位 1186–1187）からパラッカマバーフ 4世（在位 1302–1326）までであり，第 79
章第 85偈から第 90章 104偈までとなる．編纂者は未詳で，編纂時期は 14世紀とされる．
この部分の英雄はパラッカマバーフ 2世（在位 1236–1270）で第 82章から第 89章までを
占める18．

15 Perera［1959］pp.46–53, Malalasekera［2010］pp.112–127,藪内［2009］pp.9–13.
16 狭義の『マハーワンサ』と同じ時代を伝承している史書に『ディーパワンサ』がある．編纂時期は『マ
ハーワンサ』よりも早く，紀元後 4世紀か，遅くとも 5世紀初頭である．22章の作品であり，編纂者は不
詳で，複数の人々によるものと考えられている．Law［1947］pp.1–9, Malalasekera［2010］p.113.

17 碑文資料や考古学的な証拠との重ね合わせより，『チューラワンサ』の歴史資料としての信憑性に関して
は，第 1の編纂部分が最も信頼できるとされ，詳細であり，その次は第 2の部分，その次は第 3の部分と，
時代が下るほど伝承も粗雑となり信頼が薄らぐとの評価がある．全体的な特徴としては，まず『チューラ
ワンサ』の文体はインドの kāvya文献，また alam. kāraの韻律の法則の影響を強く受けており，それは時
代が下るほど，すなわち第 1の部分より第 2の部分が，また第 2の部分より第 3の部分がその影響の度合
いが大きいとされ，言語は技巧的になる．そして表現も独創性が欠如し，戦闘や祭祀などの描写は概略的
となり，前の部分の固定化された形式に基づいて語られている箇所が多くなるとされる．Geiger［1930］
pp.213, 228.

18 第三の編纂部分は第 90章 105偈から第 100章第 301偈までであり，ブワネーカバーフ 3世（在位 14世紀
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編纂者は，それぞれの時代までに作成されていたマハーヴィハーラ派所伝の資料，
王宮で保管されていた記録，各王がサンガに対してなした記録の綴りである善業帳
（puññapotthakāni），目撃者による記録などに依拠しつつまとめているので19，それぞれ
の部分で編纂者代表としての名が残ってはいても，全くの一人だけでの著というわけでは
ない．各編纂部分で最も分量の多い英雄伝こそ，編纂者が手を加えた可能性が多いところ
と考えられる20．またマハーヴィハーラ派の比丘による編纂のため，マハーヴィハーラ派
からみた歴史が綴られ，アバヤギリ派やジェータワナ派に関連することは，伝承されてい
ない，あるいは情報不足のためかごく簡単にしかふれられていない事項もある21．また編
纂時期と伝承年代にずれがあるため，編纂当時の世相を過去のできごとに投影し，編纂の
意図に沿うようにあとからところどころ挿入がおこなわれていると思われる箇所も存在し
ているので，注意して読む必要がある22．

3 アヌラーダプラ時代：歯舎利将来
すでに述べたように，スリランカの史書『チューラワンサ』は，歯舎利がスリランカに

将来されたシリメーガワンナ（キッティシリメーガ）王（在位 303–331）の時代からはじ
まっている．仏陀の最期を伝承した『マハーパリニッバーナ・スッタンタ』によれば，仏
陀入滅の際に，舎利は八つに分骨されたが，歯舎利はこれらには含まれず，一つは三十三
天で，一つはガンダーラ市で，一つはカリンガ王の領土で，一つはナーガの王たちにより
祀られていた23．『マハーワンサ』によれば，サッカ（インドラ神）が右の歯舎利を保有し
ていたとされる24．『チューラワンサ』におけるスリランカへの歯舎利将来に関する伝承

初頭）からキッティシリラージャシーハ（在位 1747–1781）までを伝承する．編纂者はティッボトゥワー
ウェ・シッダールタ・ブッダラクシタ（異説ではティッボトゥワーウェ・スマンガラ）であり，編纂時期
は 18世紀である．24人の支配者が登場し，キッティシリラージャシーハの伝承が第 99章と第 100章とな
る．第四の編纂部分は第 101章（最終章）であり，シリラージャーディラージャシーハ（在位 1780–1798）
とシリヴィッカマラージャシーハ（在位 1798–1815）の伝承である．編纂者はヒッカドゥウェ・シュリー
スマンガラとバトゥワントゥダーウェ・パンディタであり，編纂時期は 19 世紀である．Malalasekara
［2010］p.124, Geiger［1930］p.208, Law［1947］p.17, Perera［1959］p.52,森［1984］p.477, n.9, n.10.
本論では PTS出版のW.Geiger校訂のテキストを使用している．現代もスリランカでは，政府による特別
の『マハーワンサ』編纂委員会が存在し，現代史を記録して出版を続けている．すでに 1956年までが刊
行されている．橘堂［1997］pp.15–16.

19 Perera［1959］pp.51–52.
ドゥッタガーマニー英雄伝中にも puññapotthakaの語はみられる．Mhv. ch.32. v.25.

20 Cv.の第一の編纂部分に関しても，ダンマキッティ以前に初期の部分はすでに書かれていて，ダンマキッ
ティは，最後の王であるパラッカマバーフ 1世の英雄伝を付加し，さらに全体を集成して一貫したものに
編纂した可能性がある．パラッカマバーフ 1世の英雄伝はサンスクリット文学の影響を受け，kāvyaのス
タイルが採用されている．Perera［1959］p52.
パラッカマバーフ 1世英雄伝こそがダンマキッティの関与した箇所であると強調しているのは，
Wickramasinghe, Sirima［1958］The Age of Parākramabāhu I, Ph.D. thesis, University of London, 1958,
pp.8–33.（Liyanagamage［1968］p.5, Gornall［2020］p.33, n.18.）

21 かつてはアバヤギリ派の史書も存在したが，消失したと考えられる．森［1984］p.471.
22 歴史記録は編纂者の視線を反映するものであって，過去への関心だけでなく，むしろ編纂当時の社会の関
心にこたえるものであるという観点から，その歴史を残そうとするのは誰なのかを考慮して，それぞれの
史書の編纂の意図や，さらに編纂当時の政治的あるいは社会的な情勢，サンガの様態及び思想などを探る
研究も発表されてきている（藪内［2020］p.389）．Gornall［2020］, Scheible［2016］, Walters［2000］な
ど．中世のスリランカの史書の編纂については，Berkwitz［2004］.

23 DN. II. p.167. Strong［2004］pp.190–191.
24 Mhv. ch.17. vv.14–15.しかし，歯舎利に関して『ディーパワンサ』には言及がない．
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は，以下の通りである．

そ（の王）の 9年目に，あるバラモンの女性が大聖の歯舎利を受け取って，カリン
ガからここにもたらした．『歯舎利史25』に説かれた規定によって，彼（王）はそれ
を恭敬の心で賜り，最上の敬意を払って　清浄な水晶のような籠におさめて，デー
ワーナンピヤティッサによって王邸の敷地内に建立された法輪（dhammacakka）と
称される屋舎に，王は奉遷した．それ以来その屋舎は，歯舎利堂（dāt.hādhātughara）
となった26．心満ち足りた王は 90 万を投じて，その後，歯舎利の大祭をおこなっ
た．毎年アバユッタラ（アバヤギリ）寺院に遷して，その供養の規定をかくの如く
におこなうべきよう命じた27．

この内容はわずか６偈にとどまっている．マハーヴィハーラ派の上座部では，舎利は仏
陀そのものと受け止められており，歯舎利将来は画期的な出来事であったと想像される
が28，トゥーパーラーマやマハートゥーパ建立のための舎利伝来，仏陀成道の菩提樹の将
来などに比べると，非常に少ない分量となっている．
13世紀に編纂されたとされる『ダーターワンサ』には，バラモンの女性が最初に訪問し

た寺院はアヌラーダプラの北西に位置するメーガギリ（Meghagiri）であり29，メーガギリ
はアバヤギリ派であったと推定されている30．スリランカに歯舎利が到着してから約 1世
紀のちにスリランカを訪れた中国僧法顕は，歯舎利がアバヤギリから運ばれる祭祀の様子
を記録に残している31．歯舎利はアバヤギリで 3ヶ月間展示されたのちに，王宮近くの歯

25 シンハラ語の『ダラダーワンサ』を指すと推定される．Dāt.h. ed. by Law, B. C. p.ii.『ダラダーワンサ』に
ついては，本稿 5節を参照．

26 この歯舎利堂は王宮の隣に位置していたことが考古学的に確かめられている．Hocart［1931］p.50
27 navame tassa vassamhi dāt.hādhātum. mahesino

brāhman. ı̄ kāci ādāya Kāliṅgamhā idh’ ānayi./
dāt.hādhātussa vam. samhi vuttena vidhinā sa tam.
gahetvā bahumānena katvā sam. mānam uttamam. /
pakkhipitvā karan. d. amhi visuddhaphal.ikubbhave
Devānam. piyatissena rājavatthumhi kārite/
dhammacakkavhaye gehe vad. d. hayittha mahı̄pati
tato pat.t.hāya tam. geham. dāt.hādhātugharam. ahu./
Rājā satasahassānam. navakam. pun. n. amānaso
vissajjetvā tato’ kāsi dāt.hādhātumahāmaham. ./
anusam. vaccharam. netvā vihāram. Abhayuttaram.
tassa pūjāvidhim. kātum. evarūpam. niyojayi./ Cv. ch.37. vv.92–97.
アバヤギリ（Abhayagiri）は，アバユッタラ（Abhayuttara）とも称される．
18世紀まで編纂が引き継がれてきたとされるシンハラ語の『ラージャーワリヤ』によれば，カリンガ国の
グハシーワと称される王が右の犬歯の舎利を保有していたが，宣戦状態に入ったため，自分の娘のランマ
リーと自分の甥のダンタに対して，友人であるスリランカのシリメーガワンナ王にこの歯舎利を届けるよ
うに依頼し，彼ら二人は行者になりすましてトゥーットゥクディヤからスリランカに船出したとされる．
Rjv. tr. p.53. Hocart［1931］p.2.この伝承には種々の異説もある．

28 dāt.hā の複合語を名とする諸王がアヌラーダプラ時代には存在する．Dāt.hāpabhuti（在位 535）,
Dāt.hopatissa I（在位 643–650）, Hatthadāt.ha（Dāt.hopatissa II）（在位 659–667）がその例である．

29 Dāt.h. ch.5. vv.7, 9, 12.バラモンの女性は大乗仏教徒であり，それゆえ最初にアバヤギリの比丘と接触した
と考えられている．

30 Rahula［1956］p.97. n.3.
メーガギリを現代のイスルムニ寺院と同定する説もあるが，これを否定する研究者のほうが多い．Herath
［1994］pp.41–45. Seneviratna［2010］p.18

31 『高僧法顕伝』（大正蔵 51, pp.864–865）．
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舎利堂に戻された．しかし 5世紀頃に編纂されたパーリ三蔵の註釈書類には，歯舎利に関
する記述はない．おそらく歯舎利がアバヤギリで管理されていたからであろう．
その後アヌラーダプラ時代，『チューラワンサ』においては，ダートゥセーナ（在位

459–477）32，アッガボーディ１世（在位 575–608）33，モッガッラーナ 3 世（在位 618–
623）34，セーナ 2世（在位 853–887）35，セーナ 4世（在位 954–956）36，マヒンダ４世（在
位 956–972）治下に37，歯舎利に対する供養，歯舎利堂の修繕の様子が伝承されている．
歴代の王すべてに関して歯舎利に関する伝承があるわけではないが，これらの伝承から，
アヌラーダプラ時代を通じて王宮の近くに歯舎利堂が存在していたことが推定される．
なお『チューラワンサ』には，ポロンナルワ時代がはじまるヴィジャヤバーフ１世（在

位 1055–1110）の王事の伝承の直前に，マーナワンマ王時代の歯舎利に関する伝承が唐突
に挿入されている．カッサパ 2 世（在位 650–659）の息子であるマーナワンマ王（在位
684–718）は，片目を失い，自分は王にはふさわしくないと考えて弟のマーナに王位を譲
り，アバヤギリの寺院であるウッタロームーラ（Uttaromūla）にて出家，受戒した．なお
マハーヴィハーラ派の律においては，不具者は出家不可能であるため38，アバヤギリにて
出家したと考えられる．弟のマーナはウッタロームーラに房舎（pariven. a）を建立し，召
使 600人を比丘として兄マーナワンマに付き添わせ，またマーナワンマに従う人々を，歯
舎利の管理者（dāt.hādhāturakkhiya）にしたとされる39．

4 ポロンナルワ時代：歯舎利灌頂
4.1 ヴィジャヤバーフ１世
アヌラーダプラ時代後期の 9世紀には南インドのパンドゥから，10世紀にはチョーラか

らのスリランカへの侵略があった40．チョーラ勢力を打倒して首都を奪回したのはシンハ
ラ人キッティであり，ヴィジャヤバーフ１世（在位 1055–1110）として即位する41．キッ
ティは首都アヌラーダプラ奪回のあと，アヌラーダプラでまず灌頂式をおこない42，その

7世紀に存命した玄奘も，歯舎利堂は王宮の近くにあったことを報告している（『大唐西域記』大正蔵 11.
p.934上）．Rahula［1956］p.131.

32 Cv. ch.38. vv.70–72.
33 Cv. ch.42. v.33.
34 Cv. ch. 44. v.45.
35 Cv. ch.51. v.22.
歯舎利の大祭において，王が宝殿（Ratanapāsāda）に上っていることから，このときにも歯舎利がアバヤ
ギリで管理されていることが確かめられる．Cv. ch.53. v.17.

36 Cv. ch.54. v.5.
37 Cv. ch.54. v.45.
38 Vin. I. p.91
39 Cv. ch.57. vv.4–23.ウッタロームーラについては，Gunawardana［1979］pp.283–290,
藪内［2009］pp.201–219.

40 Cv. chs.50, 55.
41 藪内［2009］pp.316–320.
チョーラ追放は 1070年のこととされる．Nicholas［1960b］p.432.
ポロンナルワ時代においては，王の英雄性がより強調されている．スリランカの王の名が，アヌラーダ
プラ時代においては，Buddhadāsa, Upatissa, Aggabodhi, Sam. ghatissa, Moggallāna, Mahinda, Kassapa な
ど，仏教徒の伝統に密接に関連しているものであったが，ポロンナルワ時代の王にはどれも仏教徒と
は関係のない名が付けられ，Vijayabāhu, Jayabāhu, Vikkamabāhu, Vı̄rabāhu, Gajabāhu, Parakkamabāhu,
Nissaṅkamallaなどすべて英雄の特質を強調したものとなっている．Pathmanathan［1982］p.126.

42 Cv. ch.59. v.8.
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後首都をポロンナルワへと移動し，都城を築いた43．これらの南インドからの侵略でサン
ガは衰退したが，ヴィジャヤバーフ１世はミャンマーの王アヌルッダ（在位 1044–1077）
に遣いを出し，長老たちを迎えてサンガ復興のための受戒をおこなった．ポロンナルワに
数多くの寺院が建立され，マハーヴィハーラ派，アバヤギリ派，ジェータワナ派の三派の
サンガが復活した44．
その後ヴィジャヤバーフ１世は，費用をかけて美しい歯舎利堂を新しい都ポロンナルワ

に新築し，大祭を行なったことが『チューラワンサ』に伝承される．碑文によれば，この
歯舎利堂には鉢舎利も祀られており，ヴィジャヤバーフ１世はこの歯舎利堂で再度灌頂を
行ったとされる45．しかし『チューラワンサ』には，歯舎利堂での灌頂に関しては述べら
れていない．歯舎利堂での灌頂は，これ以前には記録がないことから，スリランカの王と
してははじめてのことであったと推定される．また同碑文には，歯舎利の管理は，ヴィ
ジャヤバーフ１世の治下においてもアバヤギリ所属のウッタロームーラが統括しているこ
とを記している46．そのためヴィジャヤバーフ１世はウッタロームーラの敷地内にも歯舎
利堂を建立した．前節でふれたように，『チューラワンサ』には，マーナワンマ王がウッ
タロームーラで出家したことが唐突にヴィジャヤバーフ 1 世の伝承の直前に述べられて
いたが，それはヴィジャヤバーフ 1世がマーナワンマにまで系譜として遡ることができる
人物だからであり47，11 世紀当時も，歯舎利は，かつて王族が出家して所属したウッタ
ロームーラとの結びつきが強かったことが想像される．ウッタロームーラの長はムガラン
（Mugalan）であり，彼は王師（rājaguru）であった48．
また同碑文によれば，ヴィジャヤバーフ１世の治世において，歯舎利の護衛は，王と

契約雇用されたダミラ人の傭兵であるウェライッカーラ（Vel.aikkār¯
a）に任されていた49．

43 Cv. ch.60. vv.2–3. 　ヴィジャヤバーフ１世がアヌラーダプラより南のポロンナルワに首都を定めた理由
は，南インドからの進撃に対して態勢を整える時間がより保てること，さらにスリランカ南部からの反撃
に対しても，マハウェリ川の近くであるために有利であることがあげられる．Nicholas［1960b］p.428.

44 Cv. ch.60. vv.4–10, EZ. II. p.253.
ミャンマーでの呼称はアノーヤター王である．スリランカ国外に避難していた比丘たちが多数戻ってきた
ことも推定される．藪内［2009］pp.322–323.

45 Cv. ch.60. v.16, EZ. II, pp.252–254.そしてサンガの要請により仏教を保護するために王冠を付けたことが記
されている．EI.18, pp.336–338.
Uttorul.a-mūl.a, Uturul.a-mūl.a, Uttaromūla, Uturol.mul.aは同一のものを指す．
鉢舎利については，トゥーパーラーマ建立の際に，マヒンダ長老の指示により沙弥のスマナが右鎖骨舎利
を鉢舎利に満たして将来したことが伝承される．Mhv. ch.20. vv.9–10.

46 セーナ 2世（在位 853–887）は，マハーヴィハーラ派のマハートゥーパで灌頂をおこなったことが伝承さ
れる．Cv. ch.51. v.82.

47 Cv. ch.57. vv.24–44. Nicholas［1960a］p.421.
48 Gunawardana［1979］p.288.ムガランはモッガッラーナ（Moggallāna）のことである．文法学者としても
著名である．Paranavitana［1960］p.564.
おそらくヴィジャヤバーフ１世のポロンナルワでの即位から，歯舎利は王宝とともに王の灌頂に必須の
ものと認識されるようになったのではないかと予想される．なぜなら，歯舎利を有していなかった次の
ヴィッカマバーフ１世（在位 1111–1132）は，正式な灌頂を受けていないとみなされていたからである．
Cv. ch.61. v.47.
また歯舎利を有していなかったガジャバーフ 2世（在位 1132–1153）については，『チューラワンサ』にお
いては灌頂を受けていないとは伝承されていないが，Rjv.に伝承されている王のリストにガジャバーフ 2
世の名はないことから，やはり灌頂を受けていない可能性は高いと考えられる．藪内［2009］p.91.
ヴィジャヤバーフ 1世の建立した歯舎利堂の場所は，考古学的に同定されている．Herath［1994］p.58.

49 EZ. II. pp.253, 255, EI.18, pp.336-338.傭兵たちは，歯舎利堂の管理のために，1veilの土地と，各連隊から
一名の従者を割り当てられた．Paranavitana［1960］p.571.
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それ故契約者たる王自身が掠奪者となったときは，護衛は無力となる．ヴィジャヤバーフ
1世の死後，その息子のヴィッカマバーフ 1世は，鉢舎利や歯舎利の供養のために施され
た摩尼珠，真珠をはじめ，栴檀香，沈香，樟脳及び黄金造りの数多の像を掠奪した50．
南インド諸国とスリランカとの関係は流動的である．アヌラーダプラ時代後期から，

チョーラと対抗するため，スリランカは，パンドゥ，カリンガと三国同盟を結び，外交政
策としてこれらのインド諸国から妃を迎えた51．王位継承者であった息子のヴィッカマ
バーフ１世（在位 1111–1132）は，カリンガ出身の妃との息子であり，仏教徒ではなかっ
た可能性が高い．それまで歯舎利，鉢舎利は王宮の近くに安置されていたが，このとき
ヴィッカマバーフ１世の暴挙をおそれて，両舎利は比丘たちによりスリランカ南部のロー
ハナに移動された52．

4.2 英雄パラッカマバーフ 1世
ヴィッカマバーフ１世以降の内政混乱は，ヴィジャヤバーフ１世にシンハラ人の妃が存

在しなかったためである．王位継承問題のために内政は不安定な状態が続いた．この状態
に終止符を打ったのがパラッカマバーフ１世（在位 1153–1186）である．パラッカマバー
フ１世誕生当時，スリランカ島内の統治は分裂しており53，北部のラージャラッタを統治
していたガジャバーフ54，さらに同じくラージャラッタの支配を野望するシリワッラバの

ウェライッカーラの護衛は，ムガラン（モッガッラーナ）の指示ということになる．Herath［1994］p.67.
この傭兵たちは，ヴィジャヤバーフ１世（在位 1055–1110）によって新たに南インドから獲得されたの
ではなく，おそらくチョーラの侵略の時代以前からスリランカに住み着いていたものと考えられる．ア
ヌラーダプラ時代後期，カッサパ４世（在位 898–914）の治下の碑文においても，護衛である Vel.akkā
（Vel.aikkār¯

a）についての言及があるからである（EZ. III. p.276）．ダミラ人の傭兵たちは，アヌラーダプラ
時代後期頃から，王位継承抗争のためにシンハラ王に雇用され，あるいは南インドからの侵略にともない
来島してとどまり，スリランカ島内で増加傾向にあった．従って，この傭兵たちは，この時代にヴィジャ
ヤバーフ１世により南インドから獲得されたのではなく，おそらくチョーラの侵略の時代以前からスリラ
ンカに存在していたものと考えられる．藪内［2009］p.320.

50 Cv. ch.61. vv.56–57.　
寺院の富を掠奪している『チューラワンサ』の伝承から，ヴィッカマバーフ 1世は仏教徒ではないと推測
されるが，そのことを明確にする伝承は『チューラワンサ』には存在しない．ヴィッカマバーフの母親で
あるカリンガ国の王女ティローカスンダリーは，寺院内での規則を破り，その罪でもってあらゆる待遇を
剥奪され，夫ヴィッカマバーフによって都の外に追放されたことが『チューラワンサ』に伝承される．Cv.
ch.60. vv.54–55.
ブドゥムッテーワから発掘された碑文によれば，ヴィッカマバーフによって建立されたシヴァの神祠が，
ヴィッカマバーフに因んで Calāmēga-Īśvaraと名づけられている．EZ. III. pp.311–312.

51 Cartman［1957］p.24.
スリランカにクシャトリヤにあたる階層がないことから，王が地位の正統化のために権威付けを求めて王
妃をインドから迎えたという理由も考えられる．鈴木［1996］p.860.
スリランカの最上カーストはゴイガマ（農耕民）である．

52 Cv. ch.61. vv.58–61.
53 パラッカマバーフ１世誕生当時，ヴィッカマバーフ１世の息子であるガジャバーフ 2世が首都ポロンナル
ワを含む北部ラージャラッタを支配し，ヴィジャヤバーフ 1世の妹のミッターとパンドゥの王子との間の
三人の子マーナーバラナ，キッティシリメーガ，シリワッラバがスリランカ西南部のダッキナデーサと東
南部ローハナの主権を分割していた（Cv. ch.59. v.42; ch.61. vv.21–25）．パラッカマバーフ 1世はマーナー
バラナの息子であった（Cv. ch.62. vv.40–41, 52）．父マーナーバラナは程なく亡くなり（Cv. ch.62. v.67），
息子のいなかった叔父キッティシリメーガのもとで養育され（Cv. ch.63. v.44; ch.64. vv.1–5），ダッキナ
デーサにとどまることに満足せず，次第に全島統一の志を有するようになる．

54 Cv. ch.70.
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息子のマーナーバラナ55（パラッカマバーフ 1世の父とは別人）との戦闘に及んだ56．パ
ラッカマバーフ 1 世は，ガジャバーフの逝去後（第 71 章），そしてマーナーバラナの逝
去後（第 72章）とあわせて二度の灌頂式をおこなっているが57，このとき『チューラワ
ンサ』では歯舎利に対する言及はない．『チューラワンサ』第 73章において，パラッカマ
バーフ１世が推進したマハーヴィハーラ派の受戒による全サンガの浄化と統一が伝承され
るが，歯舎利と王権との関係性が『チューラワンサ』の描写として著しい変化を見せるの
は，このあとのことである．歯舎利，鉢舎利は当時スリランカ南部のローハナ地方に存在
し，『チューラワンサ』第 74章において，ローハナで両舎利を管理していたマーナーバラ
ナの母スガラーとの戦闘が描写され，ついにパラッカマバーフ 1世の勝利と両舎利獲得が
達成される．

いかにしても実に並ぶもののない宝というものは，法主である歯，鉢両舎利尊で
ある．私もまた大事な多くの財を費やして，鎧や武器とともに常に戦士を蓄え，患
いなきこの最上のランカー島を統べ合わせても，私がなした努力と野望は成果なき
ものとなるだろう．もしまた種々の宝の光によって輝いている高価な髻によって私
の頭を飾っても，大聖である歯，鉢両舎利尊との最上の接触をまってこそ聖化され
るはずである58．

このパラッカマバーフ 1 世の言葉を通じて，「世間と仏教の興隆の因である王権樹
立59」が歯舎利によって聖化され，まさに歯舎利が仏教王権の象徴たる存在であることを，
『チューラワンサ』の編纂者が認めたことになる．しかし，サンガ統一の詳細が内容的には
第 73章と重複しながら，再度『チューラワンサ』第 78章に伝承される．この事実は何を
意味しているのだろうか．パラッカマバーフ１世によるサンガ改革はいつのことであった
のか．同王が発布したカティカーワタにはワッタガーマニー・アバヤ治下の最初の分裂か
ら 1254年後のこととされ，この分裂は仏紀 454年とされているので，パラッカマバーフ
１世即位後 12年目のことになる60．歯舎利奪回は，14世紀初頭に編纂された『ダラダー・

55 Cv. ch.64. v.19.
56 Cv. chs.71–72.
57 Cv. ch.71. vv.19–21; ch.72. vv.310–312.
ガジャバーフとの戦闘においてパラッカマバーフ 1世は優勢ではあったが，ガジャバーフの要請を受けて
三派（マハーヴィハーラ派，アバヤギリ派，ジェータワナ派）の比丘たちが仲介に入り，子や弟もいない
年老いたガジャバーフとの争いはやめて和解するように，パラッカマバーフ 1世を説得した．比丘たちは
パラッカマバーフ 1世の王権樹立を確信していた．Cv. ch.70. vv.327–336.
マーナーバラナは，パラッカマバーフ 1世を怖れるがために生じた病で亡くなった．Cv. ch.72. v.301.

58 asādhāran. abhūtam. hi ratanam. nāma sabbathā
duve dāt.hāpattadhātubhadantā dhammasāmino./
vissajjetvā mayā cāpi sārabhūtam. bahum. dhanam.
sasam. nāhāyudhe yodhe rās̄ıkatvā nirantaram. /
sādhentena nirātaṅkam. Laṅkādı̄pam. imam varam.
kato mayā ca vāyāmo kāmam. hessati nipphalo,/
nānāratanarasmı̄hi pajjalantena molinā
mahagghena pi ce mayham. uttamaṅgam. alam. katam. ,/
dvinnam. dāt.hāpattadhātubhadantānam. mahesino
pavittito nāma bhave varasam. phassayogato:/ Cv. ch.74. vv.103–107.

59 lokasāsanasam. vuddhihetukam. rajjasādhanam. Cv. ch.70. v.334.
60 Paranavitana［1960］p.569.　 The Katikāvatas, pp.37, 127.　
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プージャーワリー』によれば，即位後 4年目のこととされる61．これらが正しいとすれば，
順序としては，歯舎利奪回後にサンガ統一がなされたということになる．『チューラワン
サ』の伝承には混乱があるが，これが意味することは，マハーヴィハーラ派にとって，パ
ラッカマバーフ 1世治下の最大の関心事がマハーヴィハーラ派の受戒によるサンガ統一で
あったのであり，『チューラワンサ』第 73章は当時の伝承がそのまま入っている可能性が
あろう．そして『チューラワンサ』第一部分編纂時である 13 世紀，パラッカマバーフ 2
世（在位 1236–1270）治下，マハーヴィハーラ派にとっても歯舎利の重要性がより意識さ
れてきたため，別の経路で流布された歯舎利奪回の伝承（第 74章）と，さらに詳細なサ
ンガ統一の伝承（第 78章）とが付加されたことが推測される62．また，13世紀において
サンガの和合が保たれていたのであり，その状態をパラッカマバーフ 1世のサンガ統合の
成果に連なるものとして伝承していることになろう．サンガの改革が進み，組織が再編さ
れて階層性が成立していることは，パラッカマバーフ 2世治下に発布されたダンバデニ・
カティカーワタにより確認することができる63．

5 『ダーターワンサ』の編纂
パーリ語の『ダーターワンサ』（歯舎利の歴史）が 13 世紀に編纂されていることにも

留意したい．パラッカマバーフ１世の妃のリーラーワティーの治下，将軍パラッカマの
要請によるものとされる64．歯舎利がスリランカに将来されるまでのインドでの出来事が
主たる内容であり，歯舎利がスリランカに将来されたシリメーガワンナ王（在位紀元後
303–331）治下に編纂されたとされるシンハラ語の『ダラダーワンサ』に基づくものであ
る65．『ダーターワンサ』の編者はダンマキッティであり，パラッカマバーフ１世治下の
サンガ改革時に首座となった，ディンブラーガラ所属の森林住比丘マハーカッサパの孫弟
子にあたる66．サンガ統合後，マハーカッサパの弟子のサーリプッタが全サンガの最高責
任者であるマハーサーミの称号をはじめて王より授与されたとされるが67，『ダーターワ
ンサ』の編者のダンマキッティはこのサーリップッタの弟子であり，王師（rājaguru）で

カティカーワタは，律蔵やその註釈書類を主に引用して，時代の必要性に応じて新たに制定したサンガ規
約である．一寺院の規約である Vihāra Katikāvataと，サンガ全体が守るべき Sāsana Katikāvataがある．
Sāsana Katikāvataは王の名で発布された．序に歴史記述がある．橘堂［2002］pp.304–305.

61 Paranavitana［1960］p.573.『ダラダー・プージャーワリー』はパラッカマバーフ 4世（在世 1302–1326）
治下に編纂され，その後増広されたものである．Perera［1959］p.56.

62 サンガ改革自体が，長期間にもわたっていたということも考えられる．
63 サンガ最高責任者（マハーサーミ，のちにサンガラージャと称される）を中心とし，大きくは，森林住
比丘・村落住比丘という枠組みが成立する．The Katikāvatas, pp.64–101, 135–161. Cv. ch.84. vv.1–31.藪内
［2009］pp.148–160.

64 リーラーワティーは，パラッカマバーフ１世の逝去後，三度（1197–1200, 1209–1210, 1211–1212）即位し
ている．

65 Dāt.h. ed. by Law, B. C. p.ii, Malalasekera［2010］ pp.51, 185–186, Perera［1959］p.55.
『ダラダーワンサ』は現存していない．

66 パラッカマバーフ１世治下のサンガ改革については，藪内［2009］pp.143–148, 192–193.
『チューラワンサ』の第一編纂部分の編者もダンマキッティとして知られているが，ダンマキッティとい
う名を有している長老は複数存在する（Hettiaratchi［1960］p.771）．『ダーターワンサ』を編纂した長老
と同一人物だとも考えられている（Paranavitana［1960］p.587,橘堂［1997］p.15）．
またサンガ組織の変容，森林住比丘の台頭と相まって，仏陀直弟子であり，第一結集の首座を務めたマ
ハーカッサパの歯舎利が，ダンバデニヤ時代のスリランカにおいて重要なものとして認識されている．マ
ハーカッサパの歯舎利はビーマティッタ（Bhı̄matittha）寺院に祀られていた．Cv. ch.85. vv.80–81.

67 The Katikāvatas, pp.47, 139.
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あった．『ダラダーワンサ』の伝承はアバヤギリが保持していたと考えられるが，『ダー
ターワンサ』においても，『マハーワンサ』と同様，仏陀来島伝説が挿入され，その際マ
ハーヴィハーラ派のトゥーパーラーマ及びマハートゥーパが将来建立される地を仏陀が定
に入り浄めたことが挿入されている68．従って『ダーターワンサ』は，マハーヴィハーラ
派の伝承に沿わせる形で編纂されているといえよう．ダンマキッティは，『ダーターワン
サ』編纂の理由として，『マハーワンサ』には歯舎利に関する伝承が非常に少なく，また
シンハラ語の『ダラダーワンサ』の偈は長く，かつ理解しづらいためと述べている69．
『チューラワンサ』には，パラッカマバーフ１世の三派のサンガ統合の事業は，「王権樹
立の苦悩よりも二倍も激しい疲労に耐えつつ，大智者である大地の王は和合をなして，五
千年の間清浄であるよう，勝者の教を乳水の如くにした70」という表現で語られている．
このサンガ和合はどの程度維持されていたのか．『チューラワンサ』には伝承されていな
いが，カリンガ出身の王ニッサンカマッラ（在位 1187–1196 ）治下の碑文に，同王がこ
れら三派を統一したという記述が再びあらわれる71．パラッカマバーフ１世統合ののちに
も，サンガの中に異なる意見や対立があり，宗派的な敵対関係が生じていた可能性もあ
る．それ故王師によるこの時期のパーリ語による『ダーターワンサ』の編纂は，歯舎利を
軸としたサンガの和合を意図していたものとも考えられる．

6 ダンバデニヤ時代：歯舎利神変
パラッカマバーフ 1世の英雄伝を含む『チューラワンサ』の第一編纂部分が，13世紀

のパラッカマバーフ 2世（在位 1236–1270）治下に編纂されていることをもう一度考えて
みよう．パラッカマバーフ２世治下に発布されたダンバデニ・カティカーワタの冒頭の歴
史著述の部分においては，ヴィジャヤバーフ（3世）は，世間と仏教を破壊したダミラ軍
を恐れてスリランカ東南部のマーヤーラッタに避難し，そこで歯舎利，鉢舎利を手中に収
め，そして息子のパラッカマバーフ（2世）が，ダミラ人，ケーララ人，ジャワ人たちの暴
動を平定したとある．『チューラワンサ』によれば，このダミラ人，ケーララ人はマーガ
（在位 1215–1236），ジャヤバーフの軍隊であり，ジャワ人はチャンダバーヌの軍隊であっ
た72．
パラッカマバーフ１世に後継者はいなく73，再び内政は不安定となり，王位継承の内部

抗争に乗じてマーガ，チャンダバーヌの侵攻があった．『チューラワンサ』ではマーガはカ
リンガの系譜につらなる人物でカリンガから来襲したが，マーガ自身はダミラ人とも伝承

68 Dāt.h. ch.2. vv.26–27; Mhv. ch.1. vv.81–82.藪内［2020］p.391.
69 Dāt.h. ed. by Law, B. C. p.ii.
70 rajjasādhanadukkhā pi digun. am. kilamatham. bhusam.

anubhonto mahāpañño samaggam. katva bhūpati,/
pañcavassasahassāni yathā suddham. pavattati
tathā khı̄rodakı̄bhūtam. akāsi jinasāsanam. ./ Cv. ch.73. vv.21–22.

71 EZ. I. pp.131–132, 134, EZ. V. pp.433, 434. ニッサンカマッラ治下にカティカーワタも発布されているが，
それは一部現存しているのみである．EZ. II, pp.96–98.

72 The Katikāvatas, pp.47, 138–139; Cv. ch.83. vv18–19, 36
73 そのため，パラッカマバーフ１世の甥であるヴィジャヤバーフ 2世（在位 1186–1187）がカリンガより迎
えられて養育され（Cv. ch.80. v.1），カリンガ王朝期がはじまった．ヴィジャヤバーフ 2世ののちに即位し
たニッサンカマッラ（在位 1187–1196）の治下にスリランカの政情は一応の秩序をみたものの，その死後
の諸王の統治期間は，長くて数年，短いと数日間というものであった．Cv. ch.80.
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されている74．村々は進撃され，資産家は捕縛されて財物が掠奪された．チェーティヤは
破壊され，サンガに属するあらゆるものも強奪された75．マーガ侵略の際には，都ポロン
ナルワに奉安していた歯舎利，鉢舎利を，ワーチッサラ長老たちはスリランカ西南部マー
ヤーラッタ76（ダッキナデーサ）のコットゥマラ山に移動させて地中に隠し，自分たちは
仏教の永続のために，スリランカの守護を探し求めて，パンドゥ，チョーラなどの他国に
赴いていたという77．ワーチッサラの所属については『チューラワンサ』にはあえて伝承
されていないが，パラッカマバーフ 2世治下に編纂された『ハッタワナガッラヴィハーラ
ワンサ』によれば，ワーチッサラはウッタロームーラの長であった．ウッタロームーラ自
体は当時も存続して，歯舎利の管理を引き続き担っていたとみられる78．ヴィジャヤバー
フ３世（在位 1232–1236）は歯舎利を険しい岩山のビッラセーラに安置し，首都はポロン
ナルワよりさらに南のダンバデニヤに定めた．臨終の際には，息子のパラッカマバーフ２
世の教育をときのマハーサーミ（サンガ最高責任者）であるサンガラッキタに委任し，さ
らにサンガと歯鉢両舎利をパラッカマバーフ 2 世に譲渡することによって王位を継承し
た79．
『チューラワンサ』におけるパラッカマバーフ 2世の出陣の場面をみてみよう．パラッ
カマバーフ 2世はダンバデニヤで即位すると，歯舎利をビッラセーラから首都ダンバデニ
ヤに遷し，歯舎利供養の大祭を行ったのちに，マーガ，ジャヤバーフとの戦線に赴く80．
歯舎利は，かつてドゥッタガーマニー王（在位紀元前 161–紀元前 137）がマハートゥーパ
建立の際に顕現した如き神変を，この歯鉢両舎利大祭にも示したことを『チューラワン
サ』は伝承する81．

「われらの世尊は覚者にして天神中の天神（devadeva），大威神力者であり，牟尼
は三度このランカー島に降臨された82．…それ故ランカー（島）は邪見の王たちの
支配のもとに確立することなく，正見を有する王たちの支配のもとに正しく存続
する83．…またドゥッタガーマニーという名声高きアバヤ大王は，チョーラ人エー

74 Cv. ch.80. vv.58–59; ch.83. vv.19–20.
75 Cv. ch.80. vv.58–70.
76 Cv. の第二編纂部分より，スリランカ西南部のダッキナデーサ（Dakkhin. adesa）は，マーヤーラッタ
（Māyārat.t.ha）に呼称が変化している．

77 Cv. ch.81. vv.17–21.　
マーガの侵略以降，チョーラとの外交政策にも変化が生じている．パラッカマバーフ 2世はサンガ改革の
ために，チョーラから長老を招いている．Cv. ch.84. vv.9–10.

78 Herath［1994］p.66, Hvv. p.30. Uttaramūl.aは Uttaromūlaと同一の組織を指す．Panabokke［1993］pp.180–
181.ウッタロームーラは 15世紀頃まで存続していたと推測される．
Hvv.の編者は未詳であるが，マハーサーミであったアノーマダッシの弟子であるとされる．Hettiaratchi
［1960］p.771.マハーサーミについては，藪内［2009］pp.152–153.

79 Cv. ch.81. vv.33–39, 76–78.
80 Cv. ch.82. vv.6–7.
パラッカマバーフ 2世は一時的に島北部のラージャラッタを治めたとされるが，徐々にダミラ人の自治領
が形成されていく過程については，Liyanagamage［1968］pp.160–178,藪内［2009］p.333–338.

81 Mhv. ch.17. vv.46 ff.
82 amhakam. bhagavā buddho devadevo mahiddhiko

tayo vāre samāgantvā Laṅkādı̄pam. imam. muni,/Cv. ch.82. v.17.
83 tasmā kudit.t.hirājūnam. vase Laṅkā na tit.t.hati,

sammādit.t.hikarājūnam. vase sammā pavattati./ Cv. ch.82. v.19.
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ラーラに勝利して世間と仏教を守護した84．…ヴィジャヤバーフ大王もまた戦闘に
おいてチョーラ人やダミラ人たちを敗走させ，世間と仏教を守護した．今また精舎
をはじめとし，大師の教をも滅ぼして，このパティッターラッタ85（ラージャラッ
タ）に増長して住んでいる二人のダミラ人，マーガ王とジャヤバーフを征服し，我
は，世間と仏教を興隆させようと祈誓する．これも真実語である86．…　正覚者の
入滅後に現れた，大威神力を具えたダンマアソーカをはじめとする王たちは，種々
の神変，化作された正覚者のお姿などを拝して，そうして各自の命を正しく果報
あるものとなした87．…そのとき以来今まで，主の威神力により存在する舎利や，
存在する受用物，それらすべて世間に残存する遺品は，この世で神変をなしてい
る88．…またもしも私も，いかにしても信仰を有する過去の大英雄なるかの大地の
護者らの中に含まれるとするならば，もしも恐ろしい戦争において，敵を撃滅し，
世間と仏教の興隆を行うとするならば，この歯舎利は輝かしい神変を今我に確かに
示したまえ」と言って思慮した．まさにその瞬間に，歯舎利は彼の蓮華のような手
から弦月のごとく虚空に昇って美しき牟尼の王のお姿を化作しつつ濃い六色の光明
を放ち，都をことごとく輝かせて驚くべき神変を示し，王を満足させて，再び虚空
より戻り，彼の手にとどまった89．

84 athābhayo mahārājā Dut.t.hagāman. i vissuto
El.āram. Col.iyam. jitvā pālesi lokasāsanam. ./ Cv. ch.82. v.22.

85 Cv. の第二編纂部分より，スリランカ北部のラージャラッタ（Rājarat.t.ha）はパティッターラッタ
（Patit.t.hārat.t.ha）に呼称が変化している．

86 Mahāvijayabāhū pi atho Col.iyadāmil.e
palāpetvāna yuddhamhi pālayı̄ lokasāsanam. ./
idāni pi vihārādim. sāsanam. cāpi satthuno
nāsetvā’ dhivasantetam. Patit.t.hārat.t.ham. uddhate/
Damil.e Māgharājam. ca Jayabāhum. c’ ime duve
jitvā vad. d. hayitum. lokasāsanam. patthayām’ aham. ./
etam. pi vacanam. saccam. Cv. ch.82. vv.25–28.

87 aj̄ıvamāne sam. buddhe samuppannā mahiddhikā
Dhammasokādayo bhūpā vividham. pāt.ihāriyam. /
abhinimmitasam. buddharūpādim. avalokiya
akarum. saphalam. sammā j̄ıvitam. tu sakam. sakam. / Cv. ch.82. vv.30–31.

88 tadāppabhuti yāvajja nāthakass’ ānubhāvato
sār̄ırikā ca yā santi yā santi pāribhogikā,/
tā sabbā dhātuyo loke pāt.ihiram. karont’ idha.　 Cv. ch.82. vv.34–35.
cetiya は，sar̄ıra-cetiya, paribhoga-cetiya, uddissa-cetiya に分類される．最も重要なのは sar̄ıra-cetiya で
ある．paribhoga-cetiyaには，仏陀の使用した鉢や，菩提樹などが含まれる．仏像は uddissa-cetiyaに含
まれるが，その崇拝がなされたのは，前二者よりかなりあとのことである．Jā. IV. p.228, Dhp-a. III. p.251.
（仏像（pat.imā）に関する言及は Pj. I. p.171,Mp. II. pp.6–7.）　 Adikaram［1946］p.135, 141, Rahula［1956］
pp.124–128.

89 sace antogadho homi saddhāvantesu sabbathā
tesu pubbamahāvı̄rabhūpālesu aham. pi ca,/
bhayānakamhi sam. gāme parasattuvimaddanam.
katvā sace karissāmi lokasāsanavad. d. hanam. ,/
dāt.hādhātu ayam. dāni pāt.ihı̄ram. subham. mama
appeva nāma dasseyya, iti vatvā vicintayi./
tasmim. yeva khan. e dāt.hādhātu tassa karambujā
candalekheva ākāsam. abbhuggantvā, manoharam. /
munindarūpam. māpetvā, chabban. n. aghanaram. siyo
vissajjetvā, puram. sabbam. obhāsetvāna, abbhutam. /
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この歯舎利神変を見て，民衆，そして全サンガは，喝采し，讃嘆し，王に対して恭敬，
畏怖，喜悦の念を抱き，愛情を抱くようになった90．以上の伝承を含む『チューラワン
サ』第二の部分編纂時の，遅くとも 14世紀には，仏教政権の正統性を示す存在は歯舎利
であったことを，マハーヴィハーラ派が認めたことになろう．アヌラーダプラ時代初期に
マハーヴィハーラのマハートゥーパがなした役割は，この時代は歯舎利が担うようになっ
たといえよう91．

7 雨ごい儀礼
また歯舎利が降雨をもたらすものであるとの観念が，『チューラワンサ』においてはじ

めて，12 世紀のパラッカマバーフ１世治下にあらわれている．パラッカマバーフ１世が
歯舎利，鉢舎利に対する祝祭を行う直前に，大施の雨雲が来襲したが，祭典の場所には降
雨なく，それ以外のあらゆる池沼河川をみたし地上の埃をしずまらせた92．大祭の主，パ
ラッカマバーフ 1世に対して，「これは善業（puñña）である，これは智慧（paññā）であ
る，これは如来に対する信愛（bhatti）である，これは名声（yaso）である，これは威力
（tejo）である，これはすばらしい威光（pabhāvātisaya）である93」などと驚嘆の言葉が発
せられ，両舎利が感応して生じた不可思議なる大威神力（mahānubhāva）に，祭典に参集
した何百という人々の称賛が充満し94 ，これによりパラッカマバーフ 1世は全世間の唯一
の燈明（sabbalokekadı̄pa）たる地位を確立することになる95．
13世紀にはダミラ人の定住によりシンハラ人はスリランカ北部の主権を失い，シンハ

ラ社会は北部の乾燥地帯から南部の湿潤地帯に移動せざるを得なかった．「このような地
方においては，雨から生じるわずかな水でも，世間の助けとなさずして決して海に流して
はならぬ96」という『チューラワンサ』の言葉に集約されているように，12世紀に存命し
たパラッカマバーフ１世は，スリランカ北部の乾燥地帯の平原において，多くのダム，水
路，貯水池を建設，改修し，灌漑農業を支えてきた人物である97．南遷はそれら貯水シス
テムの放棄であり，シンハラ社会全体が天水農業に頼らざるを得なくなったことを意味す
る．さらに古都アヌラーダプラを離れたシンハラ人にとって，歴史的な仏塔は，時間的に
も空間的にもはるか遠ざかった．『チューラワンサ』においては，パラッカマバーフ 2世

pāt.ihı̄ram. pakāsetvā, sam. tosetvā narādhipam. ,
ākāsā punar āgantvā tassa hatthe patit.t.hahi./ Cv. ch.82. vv.38–43.

90 Cv. ch.82. vv.44–45, ch.83. vv.1–3.
91 マハートゥーパの舎利奉安の際の舎利神変については，Mhv. ch.31. vv.93–110.藪内［2020］pp.394–395.
92 Cv. ch.74. vv.228–244.
93 idam. puññam. ayam. paññā ayam. bhatti tathāgate,

ayam. yaso ayam. tejo pabhāvātisayo ayam. / Cv. ch.74. v.243.
94 Cv. ch.74. vv.235, 241–242.
95 Cv. ch.74. v.247.
96 appakam. pı̄dise dese salilam. vut.t.hisam. bhavam.

vinā lokopakārena jātu mā gañchi sāgaram. / Cv. ch. 68. v.11.
97 Cv. ch.68.　スリランカの最上カーストはゴイガマ（農耕民）である．
乾燥地帯（ドライ・ゾーン）は，土地は平坦で陽光は十分にあり，シンハラ人たちは，大規模な灌漑シス
テムを築き上げることにより，水不足を解消した．巨大な仏塔は，大きな貯水池や水路の建設と並行して
建立されていた．しかし，その高い生産性を上げるようになった土地をめぐって，南インドの諸勢力との
間に激しい争奪戦が繰り返されることにもなったのである．
中村［1988］pp.31–32, 72.濱谷［1992a］pp.175–176,濱谷［1992b］p.322.
スリランカにおける仏塔建立の歴史については，Paranavitana［1946］pp.1-11.　
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治下，旱魃による飢饉の恐れという国難におちいった際，歯舎利を本尊として神々ととも
に祀り，雨ごいの儀礼を行っていることが伝承される．アヌラーダプラ時代には菩薩とし
て祀られたナータ（観世音）やメッテッヤ（弥勒）が，ダンバデニヤ時代には神として礼
拝され，歯舎利とともに祀られ，パリッタが唱えられた98．人々は信愛（bhatti）でもって
歯舎利に対し，香や諸々の花や米や果物で供養した99．

王はまたその時，三宝，チェーティヤ，菩提樹，大神力ある供養を受けるべき最
勝のナータ神やメッテッヤ神をはじめとする神々を種々さまざまな供養で（祀り），
全ランカー（島）をも一大祭典とさせ，供養を先にして全比丘サンガを一団とし，
パリッタをも唱えさせ，大聖の歯舎利に都を正しく右繞させて，そのあとさらに
「神よ，雨を降らせたまえ」とこのように彼は心を定めた．するとその時大雲があ
ちこちからあらわれて，稲妻で何度もまさに光を放ちつつ…100

パラッカマバーフ 4世（在位 1302–1326）治下のクルネーガラ時代には，シンハラ語の
『ダラダーシリタ』が著され，歯舎利の儀礼の次第についての詳細がまとめられた．王は
それに準じて，日々の歯舎利供養を行った101．聖典言語のパーリ語ではなくシンハラ語
で編纂されたということは，仏歯の重要性がより民衆に認識されてきたことを示唆してい
ると思われる．

98 Cv. ch.87. vv.1–6.
99 Cv. ch.85. vv.33–36.

bhattiは Cv. ch.85. vv.70, 121.にもあらわれる．（Cv .ch.72. v.304では saddhāが用いられている．）
アヌラーダプラ時代初期には舎利への供物は，花と燈明であった．Adikaram［1946］p.142.
舎利や菩提樹に食物を捧げるという慣習は初期のころには記されていないが，アヌラーダプラ時代後期の
10世紀から 11世紀と年代付けられる碑文には，パマグル寺院の仏堂と菩提樹に玄米を供養したことが記
されている．EZ. III. pp.190–191.

100 rājā pana tadā vatthuttayacetiyabodhinam.
nāthametteyyadevātidevānam. ★ ca mahiddhinam. /
★ devādidevānam. の誤植であることが指摘されており（Buddhadatta［1957］p.85），これに従う．
nānāvidhāhi pūjāhi pūjaneyyānam. uttamam.
kārāpetvāna sabbam. pi Laṅkam. ekam. mahussavam. /
ekı̄katvā mahābhikkhusam. gham. pūjāpurassaram.
parittam. pi bhan. āpetvā, dāt.hādhātum. mahesino/
puram. padakkhinam. sammā kārāpetvā tato puna
devo vassatu iccevam. adhit.t.hānam. akāsi so./
Tadā pana mahāmeghā vut.t.hahantā tato tato
vijjullatāhi daddallamānā eva punappunam. / Cv.ch.87. vv.3–7.
アヌラーダプラ時代においても，比丘たちによるパリッタ儀礼がおこなわれているが，本尊は歯舎利で
はない．ウパティッサ 1世（在位 368–410）の治下には，ガンガーローハナ（Gangārohan. a）の故事に因
んで，金の仏像と石の鉢舎利が使用されて街中で行進された（Cv. ch.37. vv.189–198）．セーナ２世（在位
853–887）の治下では，アーナンダ像が用いられた（Cv. ch.51. vv.79–81）．他アッガボーディ 4世（在位
667–683）（Cv. ch.46. v.5），カッサパ 5世（在位 914–923）（Cv. ch52. v.80）の治下にパリッタが行われて
いる．パリッタ儀礼，及び神々を取り入れたシンハラ仏教の体系については，藪内［2012］.
歯舎利を本尊とした雨ごい儀礼が，アヌラーダプラ時代におこなわれていた可能性はあるが，歯舎利の管
理がアバヤギリであったため，伝承されていないとも考えられる．
メッテッヤとナータについては，藪内［2009］pp.371–375, 383–384.　パーリ文献に見られる弥勒菩薩，観
世音菩薩については，森［2016］第一篇,第二篇.

101 Cv. ch.90. vv.78–79.
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8 おわりに
本論では，主に『チューラワンサ』における歯舎利の伝承を検討し，マハーヴィハーラ

派から捉えた歯舎利の位置づけをみてきた．碑文によれば，王の歯舎利による灌頂は，ポ
ロンナルワ時代，ヴィジャヤバーフ１世（在位 1055–1110）治下におこなわれていること
が確認される．しかし，もとアバヤギリ派と関連して統括管理されていた歯舎利を，マ
ハーヴィハーラ派が王権の象徴とみなすのは，全サンガがマハーヴィハーラ派の受戒で統
合されたパラッカマバーフ 1世以降ということになる．パラッカマバーフ１世以降も，も
とアバヤギリの寺院組織であったウッタロームーラが歯舎利の管理に関係していたとみ
られるが，13 世紀，ダンバデニヤ時代のパラッカマバーフ 2 世（在位 1236–1270）治下
には，侵略の危機に瀕し，歯舎利に関連した以前の宗派意識は薄らいでいたといえよう．
13 世紀以降，大塔が存在するスリランカ北部ラージャラッタを放棄せざるを得なくなっ
たシンハラ人仏教徒にとって102，王宮の近くの祠堂に祀られて移動可能な歯舎利は，王
を中心として，全サンガ，民衆を結束させる中心的存在となった．ダミラ人との戦闘に際
して，歯舎利はナショナリズムを喚起するものであるようにも伝承されているが，実際に
はシンハラ人対ダミラ人という全面的な民族的戦闘というわけではない．マーガ（在位
1215–1236）の侵略の際，ワーチッサラ長老たちは，南インドなどに避難の地を求め，パ
ラッカマバーフ２世治下においても，王はチョーラ出身の長老を招いてサンガ改革を実施
したことが『チューラワンサ』には伝承されている103．さらにこの頃から，スリランカの
上座仏教は，王室を介して東南アジア諸国と交流する機会が増えていくことになる104．
アヌラーダプラのマハートゥーパ建立の伝承の際には，建立に携わった多数の人々が喜

びを感じ（pasanna），浄信（pasāda）でもって善趣に導かれる様子が描かれていた105．し
かし，13世紀，戦闘の合間におこなわれた新都ダンバデニヤでの祭祀において，あらたな
地で生活の基盤を築かなければならなかった民衆の 1本の歯舎利に託した願いは，干ばつ

102 パラッカマバーフ 2世は，その治世中に二回灌頂式を執り行っている．最初のものは父，ヴィジャヤバー
フ３世より王位継承をした際，ダンバデニヤにおいてであり（Cv. ch.82. v.2），二回目はパラッカマバーフ
２世がすでに退位後，ポロンナルワにおいて息子のヴィジャヤバーフ４世（在位 1270–1272）によって執
り行われた（Cv. ch.89. v.10）．パラッカマバーフ２世が灌頂式をやり直したということは，ポロンナルワ
を王室の権力の基盤とみなし，ポロンナルワで即位することを望んでいたからである（Cv. ch.87. v.70）．
これはポロンナルワ近郊におけるダミラ人に対する勝利の認識を意味することになる．アヌラーダプラ
における房舎（pirivena）の建立とその寄進（EZ. III. pp.286–288），ラタナーワリチェーティヤ（マハー
トゥーパ）の修復のはじまりはおそらくこの頃からであろうが（Cv. ch.88. v.83），修復は中断されている．
スリランカ北部の支配を阻止する敵対的な要素があったと考えられる．パラッカマバーフ２世死後に即位
した息子のヴィジャヤバーフ４世は，スリランカ島内すべてを統治していたと『チューラワンサ』には伝
承されるが，即位 2年にして将軍により暗殺されている（Cv. ch.90. vv.1–3）．当時北部は，『チューラワン
サ』の伝承に反してシンハラ人の統治下にない可能性があることについては，藪内［2009］pp.333–338.　
『チューラワンサ』が最後にポロンナルワに言及するのは，パラッカマバーフ３世（在位 1287–1293）の治
世下においてである（Cv. ch.90. vv.55–56）．アヌラーダプラについては，シリヴィジャヤラージャシーハ
（在位 1739–1747）の治世まで何も伝承されていない（Cv. ch.98. v.85）．キッティシリラージャシーハ（在
位 1747–1781）がアヌラーダプラの聖地に赴き，供養をおこなったことが伝承されるが（Cv. ch.99. v.36），
19世紀に至るまでアヌラーダプラは荒廃し，密林の中に埋もれることになる．Nissan［1988］pp.260–266.

103 Cv. ch.81. vv.20–21; ch.84. vv.9–10.
ダミラ人と仏教信仰については，藪内［2009］pp.313–314, 382.

104 藪内［2014］.
105 Mhv. ch.30, vv.42–43.
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から生じる諸々の難を封じる降雨であり，生きるためのより現実的な希求であったといえ
よう．『マハーワンサ』編纂時には，模範的な王は，「信仰（saddhā）の徳を飾りとする賢
者106」と表現されたが，パラッカマバーフ 1 世以降，王や人々の舎利に対する供養の心
は，信愛（bhatti）という言葉でも表現されるようになった107．
13世紀以降，ダミラ人の流入とあいまって，ヒンドゥー教と仏教の融合はますます進ん

だといえよう．神と舎利を同時に供養する描写が『チューラワンサ』にあらわれ108，かつ
て菩薩として礼拝されたナータ（観世音）やメッテッヤ（弥勒）が，神とみなされて仏教
儀礼に組み込まれた．また仏陀が「神中の神（devadeva109）」とも表現されている．現在
のスリランカにおいて，仏歯を祀るダラダー・マーリガーワはキャンディ（マハヌワラ）
市内に位置している．日本では仏歯寺と称されることが多いが，この名称は，仏歯（ダラ
ダー）と宮殿（マーリガーワ）とを合成したものであって，一般に「寺院」の意味で用いら
れる「ヴィハーレ」ということばは含んでいない．キャンディ市でダラダー・マーリガー
ワは街の最東端におかれているが，インドと同様にスリランカでも，東が最高神インドラ
の方向であると認識されているからである110．
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Dāt.hāvam. sa, ed. by Rhys Davids, T. W., J.P.T.S., 1884, pp.109–151.
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Manorathapūran. ı̄, 5 vols. ed. by Walleser, Max and Hermann Kopp, London: PTS. 1924–

1957.
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The Tooth Relic of the Buddha in the Cūlavam. sa: Its Relationship to
Kingship and the Buddhist Saṅgha from the Anurādhapura Period to the

Dam̆baden. iya Period

YABUUCHI, Satoko

This article examines the tradition of the tooth relic of the Buddha as described mainly in
the Cūlavam. sa and it considers the relic’s relationship to kingship and the Buddhist saṅgha
in the view of the Mahāvihāra Nikāya from around the 4th century A.D. in the middle of
the Anurādhapura period to the 13th century A.D. in the Dam̆baden. iya period.

The tooth relic of the Buddha was brought from Kaliṅga to Sri Lanka by a Brahmin
woman at the beginning of the 4th century A.D. during the reign of Sirimeghavanna (303–
331A.D.) in the Anurādhapura period. The woman probably first came into contact with the
monks of the Abhayagiri Nikāya, so it then took custodianship of the tooth relic. The tooth
relic had been kept in a special building within the city beside the King’s palace and for
which a religious service was held by successive monarchs.

As the capital shifted, the temple of the tooth relic also relocated. According to sev-
eral inscriptions, Vijayabahu I (1055–1110 A.D.) was the first king to be coronated in the
temple of the tooth relic during the Polonnaruva period. The tooth relic had been overseen
by the Abhayagiri Nikāya, but once the entire Buddhist saṅgha was unified under the or-
dainship of the Mahāvihāra Nikāya after the reign of Parakkamabāhu I (1153–1186 A.D.),
the Mahāvihāra Nikāya came to regard the possession of the tooth relic as the symbol of
the kingship. The Uttaromūla, an offshoot of the Abhayagiri Nikāya, was still involved in
overseeing the tooth relic after the reign of Parakkamabāhu I, but sectarian attitudes regard-
ing the relic gradually subsided. The detailed tradition of the arrival of the tooth relic was
presumably preserved by the Abhayagiri Nikāya, but the Dāt.hāvam. sa, the historiography
of the tooth relic, was compiled by Dhammakitti, the rājaguru at that time, in the beginning
of the 13th century. The tooth relic was regarded as an important object for veneration by
the entire Buddhist saṅgha.

Starting in the 13th century during the Dam̆baden. iya period, as Damilas settled in the
northern part of Sri Lanka and the capital of Sinhala society shifted southward, Sinhala Bud-
dhists were forced to move from the north, where many ancient Buddhist cetiyas remained.
The tooth relic, which was portable and enshrined near the royal palace, gained supremacy
in the religious and political fields, uniting all of the saṅgha and the people around the king.
The relic of the Buddha has been viewed as the Buddha himself throughout history, and the
tooth relic came to play the same role in the Dam̆baden. iya period as the Mahāthūpa did in
the Anurādhapura period, as portrayed in the Mahāvam. sa.

– 81 –


